
























其賦・諒・書・論及雑文凡三十一篇。又作『漢詩』百二十三篇。 J(中華書局、 1965年).また、蒋天枢 r(後漢書・
玉造勧考釈J(蒋天枢『楚辞論文集』陳西人民出版社、 1982年。初出は『中国歴史文献研究集刊12、1981年)を参
照した。
2 1武英殿本四庫全書総目提要1(台湾商務印書館、 1973年影印)r r抽思」以下諸篇註中、往往偏句用韻、如「哀憤結穂、



































代J(I中国鐙辞学116、2011年)285頁によれば原著は rMichaelSchir町田lpfenning()u YlIan' s lrons!ormalion frl四
百lealizedAlan 10 True Poel:Toe Han-dynasly c，田盛田lary01 '"田gyi 10 loe lisao and loe SOngS 01 COu. 































屈原既放 屈原は既に放たれ (注)身斥逐也 身は斥逐せらるるなり
遊於江浬 江源に遊び (注)戯水側也 水側に戯(たわむ)るなり
行時沢畔 沢畔に行時す (注)履荊蒜也 荊蘇を履むなり
顔色僚体 顔色は保体し (注)軒徽黒也 軒徴して黒ずむなり






































































































03掲知選忠、 (平声冬部0) 圏建立策謀、(平声之部0) 披胸心也24Q (平声侵部a)企
04市側於禽。(平声談部0) 圏遇制量也。(謹耕部門
05心煩慮筒L、 (去声元部u) 圏醐悶也。(謹真部1b) 
06不知所従。(平声東部約) 圃迷嘗肱也加。(盟副元部1/去声元部1b) . 
07往見太卜、 (入芦屋部0) 圏稽神明也。(平声陽部村井部 C21)
08賄罪、 (上声真部0) 圏其姓名也。(平声耕部C)
ω日「余有所疑、 (平声之部A) 圏意惑達也叱 (平声陽部C)企































































て朗請されたのであろう。J(前掲小南著 306~307 頁)との指摘通り、例えば注が Ib 形式の 07 ・
08は「本文とー続きにして朗読」すれば、「往見太卜 (0)、稽神明 (c)也。鄭倉安(0)、其姓名
(c)也。」となる。また、注が1a 形式の 01~03 でも本文と注をー続きにして読めば、「屈原既
放三年 (0)、遠出郵都 (0)、庭山林也 (a)。不得復見 (0)、道路僻遠 (0)、所在深也 (a)。掲知




13屈原目、 (入声月部?O) 圏吐詞情也。 (平声耕部 a)
14 r吾寧個個、(上声真部?O) 圏志純誠也30 (平声耕部 a).a
15朴以忠乎。 (平声冬部A) 圏掲誠信也。(平声/去声真部34bお)
16終送往努来、(平声之部Q) 圏追俗人也(平声真部 b)
17斯無窮乎。 (平声冬部A) 企 圏不困貧也。(平声真部 b)
18寧詠鋤草茅、(平声幽部0) 圏刈蕎菅也。(平声元部?b)企
19以力耕乎。 (平声耕部B) 圏種稼稽也。(入声職部?C35 d31) 鈴
20 ~停滞大人、 (平声真部0) 園事貴戚也。(入声沃部 C)
21以成名乎。 (平声耕部B) 企 園祭器立也(入声縁部e39d) 40 


















22寧正言不語、(去声脂部C) 圏諌君悪也。(入声鐸部e f41 8") 
23以危身乎。 (平声真部D43) 圃被刑毅也。(入声沃部門)
2H寄従俗富貴、 (去声脂部C) 圏食重職也(入芦屋部h i45 g) 
25以始生乎。 (平声耕部D).A. 圏身安祭也。(入声薬部
26寧超然高場47、(上声/去声魚部0)圏譲官爵也。(入声薬部 I 
27以保真乎。 (平声真部E) 圃守玄黙也(入声職部 k48 j) 
28 M専呪砦栗斯、 (平声支部F) 圏承顔色也。(入声職部 k 
29 ~屋P伊儒見、 (平声支部F) 圏強笑磯也。(入声鐸部? k g/薬部?j )'9) 
30以事婦人乎。(平声真部E)企 園前略局也50，(入声屋部 E 1) 
31寧廉潔正直、(入声職部u) 圏宏、主目玉也 (入声屋部 E 1) 
32以自清乎。 (平声耕部B) 圃惨潔白也。 (入声鍔部 凶
3 n寄突梯滑稽、 (平声脂部C) 圏締随俗也。 (入声屋部 g) 
34如脂控目撃、 (平声脂部C) 圏柔弱曲也。 (入声屋部 g) 
35以潔槌乎。 (平声耕部B).A. 圃順滑漂也。 (入声鐸部 g) .A. 
本文同士の押韻を見る。隔句の四句二韻 14~17 rOAOAJ と 18~21 rOBOBJ、毎句韻









41羅著、鐸部と沃部の合韻は、前漢にO例、後漢に 1例。後漢の l例は鐸沃合踊 (231頁)。
4l羅著、鐸郁と屋部の合韻は、前漢に4例、後漢に3例。前漢は鐸屋合韻4例 (230頁)、後漢は鍔屋合韻3例 (230頁)，
43耕部と真部の合韻は、注25を参照。「卜居」の例王注「侯」への付注である.




























36寧昂昂、 (平声陽部0) 圏志行高也。 (平声宵部a51)
37若千里之駒乎。 (平声魚部A) 圃才紹殊也。 (平声魚部a)企
38終氾氾、 (平声侵部?O) 圏普愛衆也。 (平声冬部C町












41倫以全吾躯乎。 (平声魚部A)企 園身免患憂5'。 (平声幽部b)企
42寧輿駿駿冗靭乎。(入声錫部B) 圏沖天~~也570 (平声魚部/去声魚部C58)
43終随鷲馬之迩乎。(入声錫部B) 企 圏安歩徐也59。 (平声魚部C)
44寧輿黄鵠比翼乎。(入声職部C) 圃飛雲嶋也。 (平声魚部c) A 
45 M等輿難驚王手食乎。(入声職部C)企 圏啄糠糟也 (平声幽部?ω
46此執吉執凶。 (平声東部D) 臨時憂也。 (平声幽部 d)
47何去何従。 (平声東部D)企 圏安所由也。 (平声幽部 d)企印
48世溜濁而不清。 (平声耕部E) 圏貨賂行也。 僅差陽部本耕部e'l)
49螺翼篤童、 (平声東部0) 園近融也"0 (謹耕部e)企
50千鈎潟軽。 (平声耕部E) 圏遠忠良也。 (平声陽部 f町
51黄鐙段棄、 (去声脂部0) 囲賢隠滅也"0 (平声陽部/去声陽部?f)
52瓦釜雷鳴。 (平声耕部E) 圏愚論訟也"0 (平声/去声東部f)
53識人高張、 (平声陽部0") 圏居朝堂也。 (平声陽部f)企
54賢土無名。 (平声耕部E) 圏身窮困也。 佳芝真部副
55呼q差需主獄今、 (入声職部0) 圏世莫論也。 (平声/去声真部副
56誰知吾之廉貞。 J(平声耕部E) A 圏不別賢也。 (呈亙真部g) A 
日前掲の魯瑞替論文249-250頁は、「渉江」の第27句注「山林草木茂盛J-第30句注「言暑湿泥棒也」の六字句を「介
干散体与韻除之外男ー積少数体例的釈文形式」とする。前閣の黄耀望論文47頁は「漁父」の注「不困辱其見也」・「随
俗方困J等を、 I形式を外れた「格外的鼠文也とするor卜居」では、前出の 12および40・41、57-邸、 6の注が、
厳密に言えば1b形式を外れている。
“黄著「身免憂患。(中略)黄本、夫容館本(中略)r憂患J乙作「患憂」。案菌作「患憂J，倒文越積。作「憂患J，患





















本文同士の押韻には、隔句韻が、 36~41 rOAOAOAJ の六句三韻、 48~52 rEOEOE 





となる。また、 54f困」は去声真部、 5r論」には平声と去声があって共に真部に属す。 56f賢」
は平声真部である。この三字は、平声と去声を跨いで阿部で押韻すると考えられる。





59寸有所長。 (平声陽部A町 園難鶴知時而鳴。 (平声耕部a)企
60物有所不足、 (入声屋部0) 園地陥東南雇~70。 使差歌部卒支部b7l)
61智有所不明。 (平声陽部本耕部A) 圏干し子厄於隅72. (謹細川
62数有所不逮、 (去声脂部0) 圏天不可計量也。 (平声陽部c)
63神有所不通。 (平声東部A) • 圏日不能夜光也。 (平声陽部c).
64用君之心、 (平声侵部0) 圏所念慮也。 (去声魚部d73)
前前漢では57王注「明」は平声陽部に属し、 raJは陽耕合韻となる。後演では「明」は平声耕部に属し、 raJは耕部同
士の押韻となる。陽部と耕部の合韻については、注27を参照。「卜居」の07王注「明Jへの付注である.前掲の椋鴻




69羅著、前漢では、 61本文「明Jは平声陽部に属し、 rAJは陽東合韻となる。前漢の東部と陽部の音韻は IO1Jあり、
陽東合韻10例(平声・ 187-188頁)、東陽告韻 IO1J (平声・ 180頁)。後換では、「明」は平声耕部に属し、 rAJは陽
耕東合韻となる。陽部と耕部の合韻は、注27を参照。「卜居Jの07王注「明」への{寸t主である。後漢の東部と陽部の
合韻は16例あり、陽東合韻 15例(平声ー 189頁)、東賜合韻l例(平声・ 180頁)。東部と耕部の合韻は、後漢に l例
あるのみ(平声 197頁)。東部・陽部耕部の合韻は、後漢に陽耕東合鼠3例がある(平声:190頁).
加黄著「地駿東南巴文選本「地駿東南」作「地艇東南角也」。案 「地殻J，賞作「地臨ん唯南子巻三天文副Ir昔者共工
奥瀬項号嬬帝， (中略)地不満東商，故水静座挨鼠鼠 J作「東南J或「東南角J，皆出韻。菌作「地陥東南麟J.J 0891 
頁)。黄氏が「陥」を補った理由は不明である。『文選1r地脇東南角也」の形に揃えたのであろうか。






65行君之意、 ほ声之部B) 圏遂本操也740 (平声/去声宵部d)
6亀策誠不能知此事。J(去声之部B).A. 圏不能決君之志也。(去声之部d).A.














る。毎句押韻は09・10、1. 12、42・43、4・45、46・47が rAAJ形式の二句二韻、 22-25
は rCDCDJ形式である。隔句韻は、 14-17、18-21が rOAOAJ形式の四句二韻、 36-
41、58-63は六句三韻 rOAOAOAJ、48-56は九句五韻 rEOEOEOEOEJ形式であ
る。隔句と毎句を組み合わせたものには、 26-30、30-35の rOBCCBJ形式、 64-66の ro
BBJ形式がある。
毎句押韻の rAAJと rBBJの連続や、 rCDCDJ、rOEFFEJは、押韻が緊密である。
































るのは35(第二段の終わり)、 41、47、56(第三段の終わり)、 63、6 (第四段の終わり)であ
る。第一段から第四段の段落分けは、本文と注の換韻箇所が一致する部分を優先して、本文の
句読の境目と、適当な分量とを勘案して区切った結果、上記のようになった次第である。換韻
が一致しないのは 09 ・ 10、 17 ・ 18、 43~45 である。本文の換韻と注の換韻が一致する箇所では、
??
注が本文の押韻を補強する効果があるのだろう。他方で、不一致の箇所では注が本文の押韻の
効果を弱めかねない。
以上のうち、第二では、 1 b形式の注は朗読するのに本文と組み合わせる必要があると考え
られたが、第三では、注の押韻が本文の複雑な押韻の効果を弱めてしまう部分があり、第五で
本文の換韻と注の換韻が一致しない箇所では、注が本文の押韻を弱めかねないことが分かった。
「卜居」注は、朗読するには本文と組み合わせる他ないIb形式を主体としながら、本文と組
み合わせると部分的に本文の押韻を弱めてしまう、という特徴を持っているのである。すると、
小南氏による、注を本文と組み合わせて朗E面するという説には、少々疑問が生じる。
本文の境目と注の換韻が一致しない箇所をどのように考えればよいだろうか。注を製作した
時点で、本文の押韻や句読を軽視していたことや、製作者の押韻の技量が低かったことに帰す
こともできる。あるいは魯瑞普氏が指摘するように、『章句』は散逸と後人の増補によって体裁
が混乱したと考え、注の換韻と本文の境目の不一致も、混乱した体裁の一例であると捉えるこ
とが可能かもしれない。
しかし、「卜居」では不一致の箇所が少なからず見え、単に体裁が混乱したためとは考えにく
い。もし不一致に積極的な意味合いを認めれば、注の製作者は、本文の句読や一定の分量ごと
に、注の換韻を本文の換韻と一致させ、それ以外の所では寧ろ注の換韻を本文の句読や換韻と
は意図的にずらし、連綿と続くようにした、と言うことができるかもしれない。そのような押
韻と朗諦の技法があったのであろうか。
『章句』における韻文形式の注、とりわけIb形式の注の特徴を明らかにするには、 1b形式
の注を持つ残りの三篤「遠遊J・「漁父J・「招隠士」も検討する必要があるが、これらについて
は、今後の課題としたい。
本稿は、桃の会例会 (2017年9月)および2017年中国昆明屈原及楚辞学国際学術研討会盤
中国屈原学会第十七届年会(見明・雲南大学、 2017年 1月)における研究発表を基に改訂し
たものである。ご教示くださった先生方に感謝申し上げます。
本稿は、平成30年度科学研究費補助金基盤(C)r伝統的『楚辞』解釈の再検討J07K02635) 
による成果の一部である。
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